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【
要
旨
｝

前
々
号
に
引
き
続
き
、
当
館
が
所
蔵
す
る
ペ
リ
ー
来
航
絵
巻
を
紹
介
し
た
。

本
資
料
も
「
黒
船
絵
巻
」
、
「
黒
船
来
航
絵
巻
」
な
ど
の
題
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。

題
妻
に
は
、
「
亜
里
利
加
船
渡
来
横
浜
之
真
図
」
と
あ
る
。

嘉
永
七
年
の
ペ
リ
ー
第
二
回
来
航
時
の
様
子
か
ら
始
ま
り
、
将
軍
・
幕
府
高
官

へ
の
献
上
品
な
ど
、
詳
細
な
図
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
主
要
軍
艦
の
図
も
見

ら
れ
る
。

本
資
料
の
制
作
に
つ
い
て
は
、
安
政
二
年
秋
渡
辺
政
高
が
絵
を
描
い
た
こ
と
が

資
料
中
の
記
述
か
ら
判
明
す
る
。
さ
ら
に
、
渡
辺
自
身
は
ペ
リ
ー
来
航
時
の
実
景

を
写
し
取
っ
た
の
で
は
な
く
、
当
時
津
山
藩
の
絵
師
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
図
を
手

本
と
し
て
描
き
な
お
し
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
巻
子
仕
立
に
し

た
の
は
、
渡
辺
と
は
別
の
人
物
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

一
キ
ー
ワ
ー
ド
】
史
料
学
・
黒
船
・
絵
図

【
資
料
紹
介
一

ペ
リ
ー
来
航
絵
巻
に
つ
い
て
（
二
）

鴫

村

元

宏

一

概

要

］

前
々
号
に
引
き
続
き
、
当
館
が
所
蔵
す
る
ペ
リ
ー
来
航
絵
巻
の
う
ち
、
他
館
へ

の
貸
出
や
出
版
物
へ
の
写
真
貸
出
な
ど
、
利
用
頻
度
が
高
い
一
巻
を
紹
介
す
る
。

本
資
料
は
、
題
篭
に
「
亜
墨
利
加
船
渡
来
横
浜
之
真
図
」
と
あ
り
、
当
館
で
は

こ
れ
を
資
料
名
と
し
て
い
る
。
「
黒
船
絵
巻
」
、
「
黒
船
来
航
絵
巻
」
と
い
っ
た
、

「
黒
船
」
と
い
う
表
現
は
い
ず
れ
に
も
見
ら
れ
な
い
。

以
下
、
こ
の
絵
巻
に
含
ま
れ
る
画
面
の
順
に
従
い
説
明
を
行
う
こ
と
に
す
る
。

な
お
、
（
１
）
か
ら
（
路
）
ま
で
の
番
号
は
、
便
宜
上
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
１
）
嘉
永
七
年
正
月
十
七
日
、
当
初
浦
賀
に
姿
を
現
し
た
七
艘
の
ア
メ
リ
カ

軍
艦
を
小
柴
村
（
現
、
横
浜
市
金
沢
区
）
に
あ
っ
た
山
の
上
か
ら
傭
撤

し
て
描
く
。
ペ
リ
ー
艦
隊
の
第
二
回
来
航
に
つ
い
て
は
、
前
年
予
告
さ

れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
幕
府
側
も
そ
の
来
航
に
備
え
て
い
た
。
十
一

日
に
伊
豆
沖
に
異
国
船
発
見
の
報
が
漁
船
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
と
、
既

定
の
と
お
り
番
船
が
出
さ
れ
、
江
戸
湾
岸
周
辺
も
防
備
体
制
が
と
ら
れ

て
い
る
。
一
時
、
異
国
船
の
姿
を
見
失
っ
て
い
た
が
、
十
四
日
に
な
る

と
松
輪
崎
、
城
ヶ
島
ｌ
大
島
間
、
小
田
原
沖
で
、
各
一
艘
ず
つ
の
異
国

船
が
再
び
確
認
さ
れ
、
最
終
的
に
十
六
日
ま
で
に
浦
賀
沖
に
三
艘
の
蒸

気
船
を
含
む
七
艘
の
ア
メ
リ
カ
軍
艦
が
揃
い
、
そ
の
状
況
を
描
い
た
も

の

で

あ

る

。

（
２
）
正
月
十
六
日
に
揃
っ
た
第
一
陣
に
加
え
、
二
月
六
日
お
よ
び
一
二
日
に

来
航
し
た
二
艘
の
ア
メ
リ
カ
軍
艦
を
加
え
た
九
艘
の
様
子
を
描
く
。
各

艦
に
関
し
て
来
航
日
及
び
退
帆
日
、
搭
載
大
砲
数
、
乗
組
員
人
数
、
船
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極
、
船
主
が
説
明
吉
き
と
し
て
ふ
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
、

錯
綜
し
て
い
た
情
報
を
整
理
し
た
後
、
記
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
３
）
条
約
締
結
交
渉
が
行
わ
れ
た
横
浜
応
接
所
を
描
く
。
図
中
「
甲
寅
三

月
／
藍
梁
関
研
写
／
於
令
川
寓
居
」
と
あ
り
、
交
渉
が
妥
結
を
迎
え
た

嘉
水
七
年
三
月
に
、
「
藍
梁
関
」
な
る
者
が
、
一
時
身
を
寄
せ
て
い
た
金

川
つ
ま
り
神
奈
川
の
滞
在
先
に
お
い
て
こ
の
絵
を
描
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
早
稲
田
大
学
が
所
蔵
す
る
ペ
リ
ー
来
航
時
の
状
況
を
描
い
た

『
金
海
奇
観
」
は
、
仙
台
藩
主
の
命
に
よ
り
儒
者
の
大
槻
磐
渓
が
編
纂

し
た
絵
巻
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
も
本
図
と
同
様
の
図
が
あ
り
、
な
お

か
つ
、
磐
渓
の
友
人
と
し
て
「
関
藍
梁
」
の
名
が
見
え
る
。
お
そ
ら
く
、

本
図
は
関
が
描
い
た
も
の
を
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
バ
ッ
テ

ラ
か
ら
祝
砲
が
放
た
れ
、
そ
の
周
辺
を
濠
々
と
煙
が
立
ち
込
め
る
様
子

を
描
い
た
特
徴
的
な
図
で
あ
る
が
、
本
図
と
同
様
な
絵
は
、
津
山
藩
の

お
抱
え
絵
師
石
橋
李
朝
筆
「
異
国
船
来
航
絵
巻
』
（
津
川
洋
学
資
料
館

所
蔵
）
に
含
ま
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
関
が
描
い
た
図
は
津
山
藩
の
絵

帥
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
脚
が
、
も
と
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
４
）
ペ
リ
ー
を
先
頭
と
す
る
ア
メ
リ
カ
使
節
団
が
、
横
浜
に
上
陸
し
条
約
締

結
交
渉
の
た
め
に
応
接
所
へ
進
行
す
る
様
子
と
、
そ
の
応
接
所
の
見
取

り
図
を
描
く
。
上
陸
の
場
面
で
は
幕
府
側
の
警
備
状
況
も
あ
わ
せ
て
描

か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
応
接
所
の
見
取
り
図
中
に
は
、
各
部
屋
に
配
置

さ
れ
て
い
た
幕
府
側
の
応
接
役
の
名
な
ど
が
見
え
る
。

（
５
）
バ
ヅ
テ
ラ
（
小
型
の
ボ
ー
ト
）
を
前
後
・
側
面
か
ら
描
く
。

（
６
）
ア
メ
リ
カ
使
節
の
内
、
幹
部
級
の
肖
像
画
で
あ
る
。
上
段
右
か
ら
、
ア

ボ
ッ
ト
、
オ
ラ
ン
ダ
語
通
訳
官
ポ
ー
ト
マ
ン
、
マ
セ
ド
ニ
ァ
号
艦
長
ア

ボ
ッ
ト
、
卜
段
右
か
ら
ペ
リ
ー
の
子
息
、
中
国
語
通
訳
官
ウ
ィ
リ
ア
ム

ス
、
蒸
気
軍
艦
サ
ス
ヶ
ハ
ナ
号
艦
長
ブ
カ
ナ
ン
が
描
か
れ
て
い
る
。

（
７
）
位
階
に
応
じ
た
軍
服
に
着
目
し
た
図
。
右
か
ら
、
司
令
官
テ
ン
ス
ル
、

上

官

、

楽

隊

兵

、

兵

長

を

描

く

。

（
８
）
ペ
リ
ー
と
副
将
ア
ダ
ム
ス
の
肖
像
を
描
く
。
ペ
リ
ー
に
つ
い
て
は
、
年

齢

を

あ

わ

せ

て

記

載

し

て

あ

る

。

（
９
）
以
降
、
ペ
リ
ー
が
持
参
し
た
献
上
品
が
描
か
れ
て
い
る
。
（
９
）
か
ら

（
⑬
）
ま
で
は
、
当
時
の
西
洋
に
お
け
る
科
学
技
術
の
高
さ
を
示
す
よ
う
な
蒸

気
機
関
車
模
型
と
エ
ン
ボ
ッ
シ
ン
グ
・
モ
ー
ル
ス
電
信
機
で
あ
る
。

（
９
）
で
は
、
ペ
リ
ー
が
将
軍
へ
献
上
す
べ
く
持
参
し
た
蒸
気
機
関
車
模
刷
の

う

ち

、

客

車

部

を

（
皿
）
で
は
、
同
じ
く
貨
車
部
分
を
、

（
ｕ
）
で
は
、
蒸
気
機
関
車
部
分
を
描
く
。
こ
の
蒸
気
機
関
車
部
分
は
、
真
正

面
か
ら
も
描
い
て
お
り
、
正
確
に
英
字
も
写
し
取
ら
れ
て
い
る
。

（
吃
）
蒸
気
機
関
車
模
型
同
様
、
文
明
の
利
器
を
示
す
た
め
将
軍
家
へ
献
上
す

べ
く
持
参
し
た
モ
ー
ル
ス
電
信
機
を
描
く
。
実
際
に
通
信
実
験
を
行
っ

た
際
組
み
立
て
ら
れ
て
お
り
、
本
図
は
そ
の
と
き
の
状
況
で
あ
る
。
各

部
品
の
材
質
や
配
線
な
ど
に
つ
い
て
は
、
文
字
に
よ
る
説
明
も
付
さ
れ

て

い

る

。

（
昭
）
蒸
気
機
関
車
模
型
も
実
際
に
走
行
実
験
が
行
わ
れ
た
。
本
図
は
、
そ
の
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際
敷
設
さ
れ
た
レ
ー
ル
を
描
く
。

か
ら
は
、
山
洋
製
の
武
器
が
描
か
れ
て
い
る
。

ペ
リ
ー
が
幕
府
高
官
へ
持
参
し
た
ピ
ス
ト
ル
の
全
体
及
び
分
解
図
で
あ

る
。
各
部
分
の
ｊ
法
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
以
ト
、

で
は
、
銃
を
、

で
は
、
サ
ー
ベ
ル
を
、

で
は
、
陸
戦
砲
を
、

で
は
、
６
連
ピ
ス
ト
ル
を
描
き
、

で
は
、
武
器
で
は
な
い
が
、
ラ
イ
タ
ー
が
見
え
る
。
次
の
図
も
武
器
で

あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
ラ
イ
タ
ー
も
軍
事
目
的
に
利
用
す
る

器
具
と
認
識
し
て
、
こ
の
部
分
に
含
め
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

船
舶
搭
載
用
の
大
砲
を
描
く
。

蒸
気
軍
艦
ポ
ー
ハ
タ
ン
号
の
図
。
こ
れ
に
ペ
リ
ー
が
乗
船
し
て
い
る
こ

と
を
記
し
て
い
る
。

輸
送
船
サ
プ
ラ
イ
号
と
戦
艦
マ
セ
ド
ニ
ァ
号
を
描
く
。

ロ
シ
ア
蒸
気
船
と
ア
メ
リ
カ
蒸
気
船
サ
ス
ヶ
ハ
ナ
号
を
描
く
。
し
か
し
、

な
ぜ
ロ
シ
ア
の
蒸
気
船
を
描
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、

嘉
永
六
年
と
七
年
の
二
度
に
わ
た
る
ペ
リ
ー
来
航
前
後
に
来
航
し
た
プ

チ
ャ
ー
チ
ン
使
節
の
乗
艦
で
あ
っ
た
パ
ル
ラ
ダ
号
と
デ
イ
ア
ナ
号
は
、

い
ず
れ
も
蒸
気
船
で
は
な
い
・

蒸
気
軍
艦
ミ
シ
シ
ッ
ピ
号
を
描
く
。
「
安
政
二
乙
卯
三
秋
／
渡
辺
政
高

写
之
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
政
二
年
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
こ
れ

場
面
ご
と
に
内
容
を
概
観
し
た
結
果
、
以
卜
の
こ
と
が
判
明
し
た
。

ま
ず
、
内
容
的
に
は
、
ペ
リ
ー
第
二
回
来
航
の
嘉
水
七
年
正
月
か
ら
三
月
ま
で

の
状
況
を
描
い
て
い
る
。
ペ
リ
ー
艦
隊
が
浦
賀
沖
に
再
来
航
し
停
泊
し
た
状
況
、

上
陸
時
の
様
子
、
ペ
リ
ー
が
将
軍
を
は
じ
め
幕
府
高
官
へ
送
っ
た
献
上
品
、
西
洋

製
の
武
器
、
軍
艦
な
ど
が
描
か
れ
て
い
た
。

本
資
料
は
安
政
二
年
秋
渡
辺
政
高
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
が
、
前
半
部
分
の
原
図
は
津
山
藩
の
絵
師
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
渡

辺
は
ペ
リ
ー
来
航
時
に
現
場
で
取
材
し
て
描
い
た
の
で
は
な
く
、
後
日
す
で
に
成

立
し
て
い
た
図
を
も
と
に
描
き
な
お
し
、
本
資
料
を
制
作
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
巻
子
自
体
も
安
政
二
年
に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

奥
書
か
ら
巻
子
仕
立
に
し
た
の
は
渡
辺
と
は
異
な
る
人
物
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
何
ゆ
え
「
ロ
シ
ア
蒸
気
船
の
図
」
が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
、
奥
耆
に
間

違
っ
た
年
記
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

ま

で

の

各

図

を

描

い

た

と

考

え

ら

れ

る

。

（
妬
）
「
米
利
幹
合
衆
国
軍
艦
之
凶
」
と
し
て
、
最
後
に
軍
艦
の
背
後
を
描
く
。

そ
し
て
、
奥
書
に
「
嘉
永
六
巳
年
六
月
亜
墨
利
加
船
相
州
本
牧
沖
入

津
並
横
浜
之
実
景
写
之
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
各
図
は
い

ず
れ
も
、
嘉
、
水
七
年
の
第
二
回
来
航
時
の
場
面
で
あ
り
、
事
実
と
一
致

し

て

い

な

い

。

さ
ら
に
、
末
尾
に
「
安
政
二
卯
年
江
戸
城
南
寓
／
森
重
大
内
都
年
武

庫

」

と

あ

る

。
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作
者

資
料
名

員
数

寸
法

伝
来
な
ど

資
料
番
号 一

資
料
］

縦
二
六
・
九
ｍ

昭
和
四
二
年
、
山
梨
県
在
住
の
個
人
よ
り
購
入

Ｃ
Ｗ
○
○
○
○
二
三
四

渡
辺
政
高
（
ヵ
）

亜
墨
利
加
船
渡
来
横
浜
之
真
図

~巻
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図
版
・
釈
文

一
凡
例
一

一
、
カ
ラ
ー
図
版
は
、
絵
巻
の
全
貌
が
わ
か
る
よ
う
に
連
続
さ
せ
、
モ
ノ
ク
ロ
叉

版
は
、
原
則
と
し
て
一
ペ
ー
ジ
に
一
場
面
を
掲
載
す
る
よ
う
に
し
た
。

一
、
上
段
に
モ
ノ
ク
ロ
脚
版
を
、
下
段
に
は
上
段
の
図
版
に
見
え
る
文
字
を
、
原

則
と
し
て
位
置
関
係
が
Ｍ
じ
よ
う
に
な
る
よ
う
に
割
り
付
け
た
。
但
し
、

（
４
）
に
つ
い
て
は
、
一
部
分
の
み
と
し
た
。

一
、
（
１
）
～
（
妬
）
の
番
号
は
、
便
宜
的
に
付
け
た
場
面
番
号
で
あ
る
。

一
、
寸
法
は
、
縦
が
、
二
六
・
ん
、
で
、
各
場
面
の
帆
は
各
図
版
に
記
し
た
。

一
、
モ
ノ
ク
ロ
図
版
の
卜
に
あ
る
Ｑ
＄
患
」
～
Ｑ
賠
麗
ｌ
鵲
は
、
当
館
で
便
川

し
て
い
る
写
真
番
号
で
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